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　平成３０年６月１７日（日）昨年に引き続いて、専任チームを主体とした災害時模擬訓練を実施しました。

　目的は、マニュアルに沿い、①帳票を実際に使い行動する、②役員・リーダー・Ｇ長の指示訓練、

③無線機使用訓練を通じて、組織の連携強化を図ることで、実際に発生した災害時にすばやく行動

出来るようにすることです。

　今回も「最優先する行動を知ってもらう」として、市・組長・班長からの災害情報を基に、出動訓練や、

「災害報告書の帳票を使い、情報の受取、指示伝達、行動、記録」をねらいとした内容です。

　昨年も参加された方は、報告書が改善され、記入・ルートが判りやすく、経験しているので余裕を持って

指示・行動が出来たと感じられていました。

事務局説明 本部 災害場所を示す地図 市民からの情報を受ける

★広報・情報・家屋安全班 ★救出・救護班

災害報告書への記入 災害場所をプロット 救出連絡取り合い 必要なら処置

★要配慮者救護班 ★避難・誘導・街路時安全班

救護指示 現地状況報告 本部からの指示説明 経路確認

★防火班

出動 G長からの指示受ける 最後の地区長状況報告 参加者の皆さん（45名）

平成30年7月20日

災害時活動マニュアル　専任チーム室内模擬訓練実施
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東  境  防  災  だ  よ  り 

回覧 

東境自主防災会



　平成３０年７月８日（日）組・班長を主体とした災害時模擬訓練を実施しました。（88名参加）

　今回も災害発生時に、組・班長がどう行動すればいいのか、震度５弱の地震が発生したとの状況を

想定し、一連の行動を模擬訓練し、行動手順を確認しました。

　組長や班長は毎年変わっていきますので、このような訓練を定期的に行い、町内全ての方に防災意識を

植えつけ、すばやく状況把握出来るようにと考えています。

会長挨拶 模範演技 参加者の皆さん

★訓練状況

近隣住民の安否確認

災害状況の記入（班長） 災害状況の記入（組長）

組長への連絡 本部への連絡 地区長結果報告 お疲れ様

防災だよりは市民館２階掲示板、及び「東境自治会」で検索後、東境自治会｜いきいき町づくり→自主防災会を

クリック、あるいは右のQRコードを読取っても閲覧できます。
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災害時活動マニュアル　組・班長室内模擬訓練実施

１．ブロック塀の倒壊は起きないか？ 

 （ひび割れ・傾きは無いか、鉄筋入りの構造か等） 
  ﾌﾞﾛｯｸ塀の点検ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄは自主防災会のWEBを参照 

２．家具は固定しているか？ 配置は大丈夫か？ 

 （タンス、食器棚、冷蔵庫、テレビ、机、ベッドの位置等） 

３．高い所に置いた物が落ちてケガしないか？ 

大阪北部地震の災害から学ぶ 

『我が家の地震対策を確認しよう』 


